
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学１年 理科 「地域の防災」 
   
 

 

 

 

 

 

学校図書館との関わり 
・地図を読みとることを苦手とする生徒がいるの

で、まず、自分の家が校区のどこにあるのかを地

図上に記録させた。 

・オクリンクプラスでワークシートや地図、パスファイ 

ンダーを配布し、記入したものを提出させた。 

・ワークシートに、あらかじめ調べる危険を市のハ 

ザードマップに合わせて決めておくことで、生徒 

の調べる事柄が明確になるようにした。 

・危険の大きさも、入力する例を書いておくことで

調べやすくした。 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

学習展開（２時間） 

１年理科の学習を通して、地震や火山、それにとも

なう災害について学習した。 

 では、自分の住んでいる場所にはどんな災害の危

険性があるのか、そして危険があるなら被害を減ら

すためにどんな備えをしたらいいのか？自分や家族

やまわりの人たちが少しでも安心、安全に過ごせる

ように調べてみる。 

 

方法 

・市のハザードマップで危険性について調べる。 

・図書館の災害に対する備えの本を使って、自分の 

 住んでいる場所で考えられる危険性への備えを 

 調べる。 

 

 

ね
ら
い 

自分の住んでいる場所にはどんな災害があるのかを調べ、その災害に

備えようとする 

・防災、災害、気象、地震に関連する図書資 

料を市内図書館ネットワークを活用して収

集し、提供した。 

・白山市ホームページにあるハザードマップ

など関連 web サイトを事前に調べ、パスフ

ァインダーにまとめて提供した。 

・図書館での調べ活動中、個別にサポートを

行った。 

↓ワークシート 

パスファインダー → 


